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１. 当四半期決算に関する定性的情報 
(１) 連結経営成績に関する定性的情報  

当第３四半期（平成 29年４月１日～平成 29 年 12 月 31 日）の経営成績につきましては、以
下のとおりとなりました。 
経常収益は、貸倒引当金戻入益や貸出金利息の減少等により、前年同期比 25 億 11 百万円減

収の 330 億 52 百万円となりました。また経常費用は、営業経費の減少等により、前年同期比
11 億 48 百万円減少の 280 億 26 百万円となりました。 
この結果、経常利益は前年同期比 13 億 63 百万円減益の 50億 26 百万円となり、親会社株主

に帰属する四半期純利益についても、前年同期比５億 54 百万円減益の 38億 28 百万円となりま
した。 
 

(２) 連結財政状態に関する定性的情報  
当第３四半期における財政状態につきまして、総資産は前連結会計年度末比 255 億円増加し

２兆 9,310 億円、純資産は前連結会計年度末比 44億円増加し 1,225 億円となりました。 
譲渡性預金を含めた総預金は、個人預金及び法人預金の増加等により、前連結会計年度末比

905 億円増加し２兆 5,506 億円となりました。 
貸出金は、県内一般法人向け貸出および個人ローンの増加等により、前連結会計年度末比 260

億円増加し 1兆 7,152 億円となりました。 
有価証券は、前連結会計年度末比 382 億円減少し 8,147 億円となりました。 
 

(３) 連結業績予想に関する定性的情報  
平成 29年 11 月 10 日に公表いたしました業績予想に変更はありません。 
 

２. サマリー情報（注記事項）に関する事項  
(１) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 
 

(２) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 
該当事項はありません。 
 

(３) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 
該当事項はありません、 
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(３) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 
(４) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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４．補足情報 

 

 当行の平成30年３月期第３四半期決算の概要は以下のとおりであります。 

 

 (１) 損益の状況（単体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成30年3月期 平成29年3月期

第３四半期 第３四半期 平成30年3月期
(9ヵ月累計) (9ヵ月累計) 通期予想値

(A) (B)

経常収益 26,311 28,676 △ 2,365 33,900 

業務粗利益 21,435 21,755 △ 320 

21,893 21,928 △ 35 

資金利益 19,589 19,598 △ 9 

役務取引等利益 2,231 2,302 △ 71 

その他業務利益 △ 386 △ 145 △ 241 

(うち国債等債券損益) △ 458 △ 172 △ 286 

経  費(除く臨時処理分) 17,303 17,803 △ 500 

人件費 9,094 9,142 △ 48 

物件費 7,116 7,517 △ 401 

税金 1,092 1,142 △ 50 

実質業務純益 4,131 3,952 179 4,700 

コア業務純益 4,590 4,125 465 5,100 

一般貸倒引当金繰入額　Ⅰ －         －         －         

業務純益 4,131 3,952 179 

臨時損益 767 2,064 △ 1,297 

  うち株式等関係損益 511 400 111 

  うち不良債権処理額　Ⅱ 63         45         18 

うち貸倒引当金戻入益　Ⅲ 439        1,701      △ 1,262 

（与信費用　Ⅰ＋Ⅱ－Ⅲ） △ 376 △ 1,655 1,279 

経常利益 4,899 6,017 △ 1,118 5,500 

特別損益 △ 304 △ 416 112 

うち減損損失 160 290        △ 130 

4,595 5,601 △ 1,006 

法人税等 664 1,292 △ 628 

四半期純利益 3,930 4,308 △ 378 4,200 

税引前四半期純利益

(単位：百万円)

前年
同四半期比
(A)-(B)

(除く国債等債券損益)(コア業務粗利益)

◎実質業務純益は、物件費の減少を要因として、前年同期比１億７９百万円増益の４１億３１百万円（通期予想

比８７．８％）となりました。 
◎経常利益は、貸倒引当金戻入益の減少により与信費用が増加したことから、前年同期比△１１億１８百万円減

益の４８億９９百万円（通期予想比８９．０％）、四半期純利益は、前年同期比△３億７８百万円減益の３９

億３０百万円（同９３．５％）となりました。 
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(２) 金融再生法開示債権（単体） 

 

 

 

    （単位：億円）

 平成29年12月末 
  

平成29年９月末 
平成29年９月末比  

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 33 △3  36 

危 険 債 権 172 △9  181 

要 管 理 債 権 35 △14  49 

小    計 （Ａ） 240 △26  266 

正 常 債 権 17,338 126  17,212 

合    計 （Ｂ） 17,578 100  17,478 

 

開 示 債 権 比 率（Ａ）／（Ｂ） 1.36% △0.16%   1.52% 

（注）１．記載金額は単位未満を四捨五入して表示しております。 

２．上記計数は、部分直接償却相当額を直接減額した後の残高を記載しております。 

 

 

(３) 時価のある有価証券の評価差額（単体） 

 

 

 

     （単位：億円） （参考）              （単位：億円） 

 平成29年12月末  平成29年９月末 

時価 評価差額 
   

時価 評価差額 
  

うち益 うち損  うち益 うち損 

その他有価証券 7,959 269 285 15  7,972 253 270 17 

 株 式 280 95 96 1  290 81 81 0 

 債 券 5,964 132 136 3  6,060 141 145 3 

 そ の 他 1,714 41 52 11  1,622 31 43 12 

（注）満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。また、子会社・関連会社株式で時価のあるものは 

該当ありません。 

     （単位：億円） （参考）              （単位：億円） 

 平成29年12月末  平成29年９月末 

帳簿価額 含み損益 
   

帳簿価額 含み損益 
  

うち益 うち損  うち益 うち損 

満期保有目的の債券 166 1 1 0  146 1 1 0 

 

 

(４) 自己資本比率（国内基準） 

平成29年12月末の自己資本比率（国内基準）については現在算出中であり、確定次第、別途開示する予定で

あります。 

 

 

 

 

◎金融再生法ベースの開示債権額は、２９年９月末比△２６億円減少して２４０億円となりました。 

◎その他有価証券の評価差額は、２９年９月末比１６億円増加して２６９億円の評価益となりました。 
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(５) 預金、貸出金等の残高（単体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 預金・貸出金の残高 

    （単位：億円）  （参考） （単位：億円） 

 平成29年12月末 
  

平成29年９月末 平成28年12月末 
前年同月末比  

預 金 等 （ 末 残 ） 25,597 460  25,396 25,137 

 う ち 個 人 預 金 16,616 229  16,289 16,387 

 う ち 法 人 預 金 5,716 175  5,740 5,541 

貸 出 金 （ 末 残 ） 17,273 449  17,178 16,824 

 一 般 貸 出 7,565 71  7,387 7,494 

 個 人 ロ ー ン 3,954 296  3,871 3,658 

 公 共 貸 出 5,753 81   5,919 5,672 

（注）預金等＝預金＋譲渡性預金 

 

② 預り資産の残高 

    （単位：億円）  （参考） （単位：億円） 

 平成29年12月末 
  

平成29年９月末 平成28年12月末 
前年同月末比  

投 資 信 託 773 △27  786 800 

公 共 債 271 95  225 176 

個 人 年 金 保 険 等 2,279 175   2,239 2,104 

合      計 3,324 243  3,250 3,081 

  （※）個人年金保険等は販売累計額で計上しております。 

 以  上 

◎預金等残高は、個人預金や法人預金の増加等により、前年同月末比４６０億円（＋１．８％）増加し、２兆

５，５９７億円となりました。また預り資産残高は、公共債や個人年金保険等が順調に推移したことにより、

前年同月末比２４３億円（＋７．８％）増加し、３，３２４億円となりました。 
◎貸出金残高は、一般貸出をはじめ個人ローン、公共貸出いずれも増加したことから、前年同月末比４４９億

円（＋２．６％）増加し、１兆７，２７３億円となりました。 
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